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平成 28 年度 

社会福祉法人柳川市社会福祉協議会 事業報告書 

 

≪法人経営部門≫ 

1．理事会・評議員会等の開催 

事業名等 時期・場所等 議案内容及び主な意見 

(1) 理事会 第 1 回理事会 

○平成 28 年 5 月 26 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・理事 10 人（内書面出席 1 人） 

・監事 2 人 

・事務局 6 人 

※理事定数 12 人（欠員 2 人） 

○全議案全会一致で可決 

第 1号議案 平成 27年度事業報告並びに決算報告 

［監査報告及び監事の意見］ 

・会計処理については、適正な事務処理がなされ

ており、不整な点は無かった。 

［主な意見］ 

・福祉委員研修への参加が少ない原因について 

・社協会費納入に係る行政区長へ働きかけについて 

・処遇改善加算の活用状況について 

・各積立金の限度額について 

・物故者敬供事業に係る弔慰の拝読について 

第 2 号議案 後任評議員の選任 

第 3 号議案 苦情解決に関する規程の制定 

第 2 回理事会 

○平成 28 年 9 月 6 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・理事 12 人（内書面出席 3 人） 

・監事 2 人 

・事務局 6 人 

※理事定数 12 人 

○第 1 号及び第 2 号は全会一

致、第 3 号議案は賛成多数、

第 4 号から第 7号議案までは

全会一致で可決 

第 1 号議案 副会長の選任 

第 2 号議案 会長個人と利益相反する行為となる

事項等における職務代理者の選任 

第 3 号議案 訪問介護事業所・介護予防訪問介護

事業所運営規程の一部改正の専決処分 

［主な意見］ 

・サービス提供時間の拡大について 

第 4 号議案 訪問入浴介護事業所・介護予防訪問

入浴介護事業所運営規程の一部改正の専決処分 

［主な意見］ 

・訪問入浴介護職員を増員した理由について 

第 5 号議案 指定障害福祉サービス居宅介護事業

所運営規程の一部改正の専決処分 

第 6 号議案 企画・財政委員会規程の一部改正 

［主な意見］ 

・婦人会を福祉団体と位置づけた理由について 

第 7 号議案 後任評議員の選任 

第 3 回理事会 

○平成 28 年 12 月 22 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・理事 11 人（内書面出席 2 人） 

・監事 2 人 

・事務局 5 人 

第 1 号議案 定款の変更 

［主な意見］ 

・会長及び常務理事の職務執行状況の報告につい

て 

第 2 号議案 給与規程の一部改正 

［主な意見］ 

・職員の平均給料月額及び初任給について 
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※理事定数 12 人 

○全議案全会一致で可決 

第 3 号議案 後任評議員の選任 

 

第 4 回理事会 

○平成 29 年 2 月 7 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・理事 12 人（内書面出席 4 人） 

・監事 1 人 

・事務局 6 人 

※理事定数 12 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1 号議案 評議員選任・解任委員会運営細則の

制定 

第 2 号議案 定款施行細則の全部改正 

第 3 号議案 処務規程の一部改正 

［主な意見］ 

・職員の育児休業等の取得について 

第 4 号議案 役員及び評議員の選出規程の一部改

正 

第 5 号議案 後任評議員の選任 

第 6 号議案 居宅介護支援・居宅介護予防支援事

業所運営規程の一部改正の専決処分 

第 7 号議案 訪問介護事業所・介護予防訪問介護

事業所運営規程の一部改正の専決処分 

第 8 号議案 訪問入浴介護事業所・介護予防訪問

入浴介護事業所運営規程の一部改正の専決処分 

第 9 号議案 指定障害福祉サービス居宅介護事業

所運営規程の一部改正の専決処分 

第 5 回理事会 

○平成 29 年 3 月 3 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・理事 12 人（内書面出席 3 人） 

・監事 2 人 

・事務局 5 人 

※理事定数 12 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1号議案 平成 28年度一般会計資金収支補正予

算［第 1 号］（案） 

第 2 号議案 経理規程の一部改正 

第 3 号議案 嘱託職員就業規則の全部改正 

第 4 号議案 就業規則の一部改正 

第 5 号議案 定年退職者再雇用規程の一部改正 

第 6 号議案 非常勤職員就業規則の一部改正 

第 7 号議案 臨時職員就業規則の一部改正 

［主な意見］ 

・専任職員、臨時職員及び非常勤職員の違いにつ

いて 

・無期雇用契約へ転換した場合の専任職員の賃金

労働条件について 

・有期雇用契約の年数及び無期雇用契約へ転換後

の雇用契約並びに人材育成について 

第 8 号議案 役員等報酬規程の全部改正 

第 6 回理事会 

○平成 29 年 3 月 24 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・理事 12 人（内書面出席 6 人） 

・監事 2 人 

・事務局 6 人 

※理事定数 12 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1 号議案 平成 29 年度事業計画（案） 

［主な意見］ 

・地区社協の役員体制について 

・地域福祉活動計画の進捗状況について 

・新地域支援事業に係る行政との連携について 

第 2 号議案 平成 29 年度一般会計資金収支予算

（案） 

第 3 号議案 弔慰規程の全部改正 

第 4 号議案 経理規程の一部改正 

第 5 号議案 評議員選任・解任委員の選任 
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第 6 号議案 次期評議員選任候補者の推薦 

第 7 号議案 評議員選任・解任委員会の招集 

(2) 監事会 第 1 回監事会 

○平成 28 年 5 月 13 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・監事 2 人 

○指摘事項なし 

平成 27 年度事業報告及び決算報告に係る監査 

(3) 評議員会 第 1 回評議員会 

○平成 28 年 5 月 26 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・評議員 16 人 

・監事 2 人 

・会長、常務理事 

・事務局 6 人 

※評議員定数 25 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1号議案 平成 27年度事業報告並びに決算報告 

［監査報告及び監事の意見］ 

・会計処理については、適正な事務処理がなされ

ており、不整な点は無かった。 

第 2 号議案 後任理事の選任 

第 2 回評議員会 

○平成 28 年 12 月 22 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・評議員 18 人 

・会長、常務理事 

・事務局 5 人 

※評議員定数 25 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1 号議案 定款の変更 

［主な意見］ 

・評議員選任・解任委員の選任方法等について 

第 2 号議案 後任理事の選任 

第 3 回評議員会 

○平成 29 年 3 月 3 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・評議員 17 人 

・会長、常務理事 

・事務局 5 人 

※評議員定数 25 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1号議案 平成 28年度一般会計資金収支補正予

算［第 1 号］（案） 

［主な意見］ 

・支出科目における対象職員数の相違について 

第 2 号議案 定款施行細則の全部改正について 
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第 4 回評議員会 

○平成 29 年 3 月 24 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・評議員 16 人 

・会長、常務理事 

・事務局 6 人 

※評議員定数 25 人 

○全議案全会一致で可決 

第 1 号議案 平成 29 年度事業計画（案） 

［主な意見］ 

・訪問入浴介護事業の利用者数について 

第 2 号議案 平成 29 年度一般会計資金収支予算

（案） 

 

(4) 正副会長会 第 1 回正副会長会 

○平成 28 年 12 月 13 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・会長 

・副会長 2 人 

・常務理事 

・事務局 2 人 

第 1 号協議 定款の変更内容の説明並びに評議員

の定数見直しに係る各団体への依頼 

［主な意見］ 

・評議員人選の重要性について 

・評議員選任・解任委員会設置に係る経緯につい

て 

 

第 2 回正副会長会 

○平成 29 年 3 月 10 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・会長 

・副会長 2 人 

・常務理事 

・事務局 6 人 

第 1 号協議 平成 29 年度事業計画（案） 

［主な意見］ 

・地区社協への支援について 

・評議員の任期について 

・福祉委員研修の開催時期について 

・生活福祉資金貸付制度における民生委員の役割

等の説明について 

・在宅介護自費サービス事業の周知について 

・電動ベッドの増台について 

第 2号協議 平成29年度一般会計資金収支予算（案） 

［主な意見］ 

・各拠点への職員配置数の相違について 

・現純資産比率における経営状況について 

・法人募金の推進方法について 

第 1号報告 平成 29年 3月理事会等への提出議案 

(5) 企画・財政

委員会 

第 1 回企画・財政委員会 

○平成 29 年 1 月 27 日 

○柳川総合保健福祉センター 

○出席者 

・企画・財政委員 6 人 

・事務局 3 人 

※企画・財政委員定数 8 人 

○全議案全会一致で承認 

第 1号議案 平成 29年度福祉団体等助成金の審議 

［主な意見］ 

・会費徴収の経過措置について 

・助成金使途の明確化について 

・助成金の福祉活動への活用について 

 

(6) 評 議 員 選

任・解任委員会 

第 1 回評議員選任・解任委員会 

〇平成 29 年 3 月 28 日 

〇柳川総合保健福祉センター 

〇出席者 

・評議員選任・解任委員 4 人 

第 1 号選任 委員長の選任 

第 1 号議案 次期評議員の選任 
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・会長、常務理事 

・事務局 2 人 

○全議案全会一致で承認 

(7) 表彰審査委

員会 

第 1 回表彰審査委員会 

○平成 28 年 9 月 8 日 

○大和総合保健福祉センター 

○出席者 

・表彰審査委員 4 人 

・事務局 3 人 

第 12 回柳川市社会福祉大会被表彰者の審査 

平成 28 年度被表彰者 

 ボランティア等功労者 鎌田愛美 氏 

平成 28 年度感謝 

 10 万円以上の一般寄附者 ㈱マミーズ柳川店 

様 

2．役員等の研修 

事業名等 時期・場所等 内 容 

(1) 役員及び評議員研修 平成 28 年 9 月 16 日 

大川市文化センター 

参加者 

・理事 6 人 

・監事 1 人 

・評議員 9 人 

・事務局 4 人 

①社会福祉法人制度改革について 

②新たな介護予防・日常生活支援総合事業

の県下の取り組み状況について 

講師 福岡県社会福祉協議会 

地域課長 川崎展裕 氏 

 

3．職員の教育・研修 

事業名等 時期・場所等 内容及び効果 

(1) 職員基礎研修 平成 28 年 6 月 21 日 

柳川総合保健福祉センター 

参加者 常勤職員 28 人 

 

各事業担当から事業概要及び課題等につい

て説明。（プレゼンテーション形式） 

効果：各職員が社協全体の業務及び課題の

把握ができ、また、プレゼンテーション

形式で行ったことで、職員の説明力が向

上した。 

(2) 広報研修 平成 28 年 8 月 23 日 

三橋総合保健福祉センター 

参加者 常勤職員 32 人 

広報誌の作り方や社協事業全体の広報のあ

り方について検討。（グループワーク形式） 

効果：広報活動に活かせる様々な意見が出

され、また、グループワーク形式で行っ

たことで、職員のコミュニケーション能

力が向上した。 

(3) パソコン研修 平成 28 年 12 月 2 日 

三橋総合保健福祉センター 

参加者 常勤職員 19 人 

広報研修に関連付け、講座等のチラシ作成

に係る実践的な研修。（講師 サンビジネス

㈱ スタッフ 3 人） 

効果：チラシ作成技術及びパソコン操作が

向上した。 

(4) 交通安全研修 平成 28 年 12 月 20 日 

柳川総合保健福祉センター 

参加者 常勤職員 29 人 

柳川市主催の交通安全研修に参加。 

①管内の交通事故の状況 

②事故防止のための心がけと事故後の措置 
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    非常勤職員 6 人 ③飲酒運転の撲滅 

講師 福岡県柳川警察署 

(5) 人権・同和研修 

 ⅰ 人権を考えるつどい 平成 28 年 12 月 4 日 

柳川市立三橋公民館 

参加者 役職員 10 人 

人権劇「あなたの会社はどうですか」 

心の健康～仏心は歌心～（講演） 

主催：柳川市 

ⅱ 企業等の事業主に対

する人権・同和問題研修

会（大牟田地区企業内同

和問題研修推進委員会

主催） 

①平成 28 年 7 月 28 日 

 エコサンクセンター 

 参加者 職員 1 人 

②平成 28 年 11 月 17 日 

大牟田文化会館 

参加者 職員 1 人 

③平成 29 年 2 月 15 日 

大牟田文化会館 

参加者 職員 1 人 

①「企業と人権」～結局は働く人の笑顔に

尽きる～（講演） 

 

②「大牟田市における人権・同和教育・啓

発の取り組みについて」（報告） 

 

③「企業と人権」～最近の悪質、陰湿な部

落差別やハラスメント解決に向けた法律

等の制定の動きから皆さんへ期待するこ

と～（講演） 

※上記の他、業務上必要で専門的な外部研修等に適時参加した。 

 

4．福祉人材育成のための実習生の受入 

事業名等 時期・場所等 内 容 

(1) 介護員養成実習の受入 通年 

担当：三橋支所 在宅福祉係 

大 川 障 風 高 校 3 人 延べ 3 日間 

九州大谷短期大学 2 人 延べ 9 日間 

(2) 介護支援専門員養成実

習の受入 

通年 

担当：三橋支所 在宅福祉係 

個人 2 人 延べ 6 日間 
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≪地域福祉活動推進部門≫ 

１．ボランティア育成・福祉教育 

[ボランティアセンター管理運営] 

【窓口対応件数】 計 662 件（前年比 42 件増） 

・ボランティアの登録          90 件 

・ボランティア活動の相談        35 件 

 （内訳）活動希望 10 件、活動要請 25 件 

  ※この内マッチング件数は 23 件 

・NPO 設立に向けた相談         0 件 

・その他の相談             94 件 

・ボランティアセンターへの協力要請   23 件 

・ボランティア連絡協議会からの相談   43 件 

・諸室・印刷機の利用           377 件 

※ボランティアセンターへの訪問者数   385 人 

【登録団体件数】 計 42 団体（前年比 9 団体増） 

・地域社会ボランティア              5 団体 

・福祉ボランティア                16 団体 

・教育ボランティア                 2 団体 

・文化ボランティア                13 団体 

・子育てボランティア                2 団体 

・環境ボランティア                 2 団体 

・災害ボランティア          2 団体 

【ボランティア体験会】 

ボランティアを始めるきっかけづくりとして開催。

① 10/18、体力再発見！レク式体力チェック！ 

講師：レクリエーション式体力チェック 

普及指導員 橋本敏子氏 

参加者 15人 

② 3/9、みんなで楽しく手話体験～初心者向け 

講師：柳川手話の会 

参加者 14 人 

【ボランティア保険加入件数】 

・活動保険     113 件（788 人） 

・行事用保険    11 件 

・福祉サービス補償 10 件 

・送迎サービス補償  1 件 

評価及び課題 

体験会の参加者が減少傾向であったが、内容や対象者を明確にし、個人登録

者へ案内はがきを送付した結果、参加者の増加に繋がった。活動者や希望者

から、活動情報の発信・交換ができる交流スペースの必要性を求める声が多

くあがっている。 

 

[災害ボランティアセンター設置運営訓練] 

時期・場所等 事業内容 評価及び課題 

11 月 13 日 

六合コミュニテ

ィセンター 

水害発生を想定し、被災者の復興支援のため

に、各地から詰めかけるボランティアを被災

者のニーズに繋げ、その活動が円滑かつ効果

的に展開されるように、サテライトの設置運

営訓練を実施。 

参加者 社協職員 26 人、市職員 9 人 

本年度から行政と一体となって運営

できるように、市職員も参加して訓

練を実施した。訓練は、様々なニー

ズを想定して行ったため、新たな課

題等も見つかり、マニュアル改訂の

必要性など活発な意見が出された。 

 

[各種講座関係] 

事業の名称 時期・場所等 事業内容 評価及び課題 

ボランティア 

入門講座 

①9 月 1 日 

②9 月 2 日 

全 2 回 

柳川総合保健福

祉センター 

ボランティアを始めるきっかけづくりや知識

を深めるために実施。 

①笑って健康！地域に笑いの輪を広げよう！ 

講師 福岡笑いヨガクラブ 山本順子 氏 

②第 2 の生き方講座 

～もっと豊かにいきいきと暮らすために～ 

80歳になっても健

康で、いきいきと活

躍して欲しいという

趣旨で内容を企画。

受講者がボランティ
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①いきいきルーム 

②研修室 

 講師 NPO 法人 NAP 福岡センター 

    代表 馬場邦彦 氏 

③介護予防ポイント事業 

④ボランティア登録について 

参加者 21 人 

ア活動に参加したく

なるような企画を提

案していく。 

傾聴ボランテ

ィア養成講座 

10 月 26 日 

11 月 2 日、9 日、 

16 日、30 日、 

他実習 1 日 

全 6 回 

三橋総合保健 

福祉センター 

傾聴の心構えや基礎知識、技術等を学び地域

において活動する傾聴ボランティアを養成す

ることを目的に実施。 

内容：傾聴の基本、キモチに寄り添う聴き方、 

ありのままを受け入れる聴き方、可能性を信

じる聴き方、肯定的に捉える聴き方、幸せを

感じる聴き方 など 

 講師 NPO 法人日本ソーシャルコーチ 

協会 理事長 冨岡郁雄 氏 

施設実習：特別養護老人ホーム「よのもと」 

  参加者 16 人 

実際のボランティア

活動に繋げるため、 

6 回シリーズで開催。 

終了後、受講生を中 

心に傾聴ボランティ

アグループを立ち上

げることができた。 

グループの活動支援

と併せ、引き続き高 

齢者等の心のケアに

関わるボランティア

の育成に努めていく。 

災害に強い地

域づくり講座 

①11 月 10 日 

 六合地区 

②12 月 17 日 

 皿垣地区 

全 2 回 

各地区コミュニ

ティセンター 

突然の災害に備え、住民同士の支援活動が円

滑に進められるよう、必要な知識の普及を図

るために実施。 

講師 福岡県防災危機管理局消防防災指導課 

①六合地区 

・災害に対する日頃の備え 

・自主防災組織の活動 

参加者 26 人 

②皿垣地区 

・災害に対する日頃の備え 

・災害図上訓練 

参加者 53 人 

昨年度で開催希望の

全地区社協が終了

し、本年度から 2 回

目を行っているが、

未実施の地区もある

ため、各地区への実

態調査を踏まえなが

ら、地域防災に役立

てていただけるよう

実施を働きかけてい

きたい。 

よりあい活動 

支援講座 

3 月 23 日 

3 月 30 日 

2 回 

三橋総合保健福

祉センター 

 

よりあい活動の必要性やその効果を理解し、

更には実践力を習得した地域の福祉関係者を

養成するために実施。 

❖よりあい活動支援講義・演習 

講師 NPO 法人ココフル 

   代表理事 下釜純子 氏 

 ・サロンで簡単にできる 

ボールを使った体操 

 ・サロンで簡単にできる 

     ボールを使ったレクレーション 

参加者 32 人 

・地区社協関係者 11 人 

・地域デイサービス関係者 15 人 

・一般 6 人 

今年度も地区社協関

係者の他、市内の地域

デイサービス事業の

関係者と昨年度の受

講者にも参加を呼び

かけた。昨年度よりも

地域デイサービスの

関係者の参加者が多

く、その意欲は大変高

いものがあった。今後

も引き続き、よりあい

活動の実践者の養成

を行っていく。 
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市民福祉講座 2 月 2 日 

2 月 16 日 

2 月 23 日 

全 3 回 

三橋総合保健 

福祉センター 

市民の福祉への関心を高め、身近なテーマに

ついて学習する機会を提供するために実施。 

①「いざというときのために自宅でできる応 

急手当の知識と技術を身につけよう」 

講師 柳川消防本部 東部出張第 2 分隊 

    救急救命士 西田健一郎 氏 

②「簡単！楽しい！在宅介護者のための健康 

ストレッチ」 

講師 NPO 法人ココフル 

   代表理事 下釜純子 氏 

③「上手なおむつの選び方・使い方について 

～プロの介護テクニックを覚えよう～」 

講師 ㈱リブドゥコーポレーション 

排泄ケアアドバイザー  

松崎麻美 氏 

参加者 20 人 

昨年度のアンケート

結果等を踏まえ、今

回は「在宅介護」の

テーマで行った。 

今後も、アンケート

などから求められる

テーマを取り上げ、

講座内容の充実を図

っていきたい。 

障がい者問題

(社会問題) 

啓発セミナー 

2 月 8 日 

2 月 14 日 

2 月 22 日 

全 3 回 

柳川総合保健 

福祉センター 

障がいに対する偏見や差別をなくし、全ての

人が完全参加と平等について理解と認識を深

めてもらうために実施。 

①「ひきこもりに理由はあるのか Ⅰ 

～公的機関の視点から~」 

講師 福岡県精神保健福祉センター 

指導主事 田中 忍 氏 

②「ひきこもりに理由はあるのか Ⅱ 

～研究者の視点から～」 

講師 福岡県立大学大学院 

准教授 四戸智昭 氏 

③「ひきこもりに理由はあるのか Ⅲ 

～当事者の視点から」 

講師 福岡「楠の会」吉村文恵 氏 

   久留米「楠の会」福田正昭 氏 

福田知美 氏 

参加者 25 人 

様々な立場からの話

を聞くことで、ひき

こもり問題につい

て、より深く考える

ことができた。 

当事者やその家族も

参加されており、市

内においてもひきこ

もりの問題が身近に

あることを改めて感

じるきっかけにもな

った。ひきこもりの

支援状況について情

報提供する場になっ

たが、市内で支援す

る体制作りにまでは

及んでいないことが

課題である。 

 

［福祉教育関係］ 

事業の名称 時期・場所等 事業内容 評価及び課題 

福祉教育教材

配布事業 

7 月 14 日 

市内全小学校 

柳河特別支援学

校 

市内の 19 小学校と柳河特別支援学校の 

3 年生から 5 年生（学校で 1 学年選択）に 

630 冊配布 

今年度からの事業。

学校からの活用報告

書の内容を踏まえ、

引き続き配布してい

きたい。 
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２．調査・広報・普及 

事業の名称 時期・場所等 事業内容 評価及び課題 

社協だより発行

（年 6 回発行） 

第 67～72 号 

5 月 15 日 

7 月 15 日 

9 月 15 日 

11 月 15 日 

1 月 15 日 

3 月 15 日 

【第 67 号】児童福祉月間周知、平成 28 年度

事業計画、地域福祉活動計画（特集 11）、住

環境機材等貸与、社協会費依頼等 

【第 68 号】献血月間周知、平成 27 年度事業

報告、福祉委員紹介、心配ごと相談員委嘱、

社協会費依頼及び活用事業、ボランティア活

動応援講座募集等 

【第 69 号】赤い羽根共同募金協力依頼、地

域福祉活動計画（特集 12）、社会福祉大会お

知らせ、地区社協研修会等 

【第 70 号】社会福祉大会報告、視察研修受

け入れ報告、福祉委員・民生委員交流会、日

常生活自立支援事業紹介、子育て支援セミナ

ー募集、福祉・ボランティア団体活動助成金

案内等 

【第 71 号】歳末たすけあい事業報告、新年

挨拶、福祉巡回車寄贈報告、歳末たすけあい

募金寄附、住環境機材貸与事業、災害ボラン

ティアセンター設置運営訓練、傾聴ボランテ

ィア養成講座報告、市民福祉座談会報告、災

害に強い地域づくり講座報告、市民福祉講座

募集等 

【第 72 号】大和センター節分祭、地区社協

紹介、災害に強い地域づくり講座報告、社会

問題啓発セミナー報告、心配ごと相談員研修

報告、福祉教育教材活用報告、社会福祉大会

実行委員募集等 

本会が行う事業を幅

広い世代の方に知っ

ていただくために、

記事やレイアウトの

充実を図った。また、

インターネットでも

閲覧できるようにホ

ームページへの掲載

を行った。 

市民福祉座談会 11 月 6 日 

1 箇所開催 

弁天・大和干拓

行政区 

≪主な意見≫ 

①「災害に強い地域づくり講座」の開催単位

及び開催方法について 

②コミュニティバスの運行経路について 

 参加者 56 人 

開催地区と日程調整

を行いながら、開催

回数の増加に努めて

いく。 

各種基礎調査 平成 28 年 4 月 人口や世帯数、高齢者、障がい者等に関する

データ把握のため基礎調査を実施。 

≪平成 28 年 3 月 31 日現在データ≫ 

①人口  68,279 人（前年比 805 人減） 

・65歳以上の割合 30.9％（前年比 0.9％増） 

・75歳以上の割合 16.1％（前年比 0.5％増） 

・14歳未満の割合 12.3％（前年比 0.2％減） 

②世帯数  25,122 戸（前年比 124 戸増） 

③一人親世帯数 769 戸 

④65 歳以上独居高齢者数  3,751 人 

（前年比 149 人増） 

⑤65 歳以上高齢者世帯数  6,713 戸 

（前年比 299 戸増） 

調査した福祉データ

を市民福祉座談会や

学習会等で活用し、

市民への福祉啓発を

推進していく。 
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第12回柳川市 

社会福祉大会 

10 月 17 日 

柳川市立大和公

民館 

 

広く市民に参加を呼びかけ、社会福祉への関

心を高める機会として実施。 

①オープニング 

柳川エイサー響会演舞 

②式典（表彰 1 人、大会宣言など） 

③当事者からのメッセージ 

発表者 特別養護老人ホーム 

 介護職員 篠原善弘 氏 

④記念講演 

テーマ「ほっとけ心のアッパレ介護」 

講師 女流講談師 田辺鶴瑛 さん 

参加者 313 人 

広報手段の強化とし

て、今回から立て看

板を設置した。しか

し、まだ PR が不十

分という事が終了後

の実行委員会で指摘

されたので、次年度

は検討する。 

高齢者疑似体

験用具貸与事

業 

通年 貸出件数 4 件（学校 3、企業 1） セット内容一覧表を

各学校等に配布し利

用促進を図っていく。 

 

３．小地域福祉ネットワーク、よりあい活動 

事業の名称 時期・場所等 事業内容 評価及び課題 

地区社協事業 通年 ○地区社協個別支援 

・内部研修等の支援 8 件 

・視察研修等の支援 5 件 

○地区社協連絡会（全体会 3 回） 

6月14日、9月21日、2月14日 

 ・平成 28 年度市社協事業について 

 ・福祉委員連携推進事業助成について 

 ・歳末たすけあい事業について 

 ・社会福祉大会参加要請について 

 ・次年度の地区社協連絡会事業について 

 ・地区社協活動助成金について 

 ・市社協評議員の推薦について 

・各地区の課題共有及び情報交換 

○地区社協役員研修会 

7 月 2 日、三橋公民館 

豊原・二ッ河地区社協活動報告 他 

参加者 169 人（18 地区） 

○視察研修受入れ（市外） 

 10 月 6 日、糸島市長糸校区社協 12 人 

（藤吉地区社協対応） 

○みんなが主役の元気な地域づくりセミナー 

2月23日、福岡市、参加者11人（11地区） 

定期的に連絡会を開

催することで、各地

区の課題の共有や地

区社協相互の情報交

換につながってい

る。 

地区社協を通じて地

域の福祉関係者の研

修や交流を深めても

らうために、助成制

度を新設したこと

で、情報交換の場が

増えてきているよう

に思われる。 

今後も、地区担当職

員の各地区への関わ

りを強化し、個別支

援の充実を図ってい

きたい。 
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福祉委員設置 

推進 
通年 ○福祉委員設置状況（H29.3 月末現在） 

平成 28 年 4 月 1 日、3 期目委嘱 

福祉委員数 439 人（304 行政区） 

○研修等開催状況 

1）新任者委嘱状交付及び研修会 

4 月 28 日、水の郷、参加者 83 人 

・福祉委員活動の留意点 他 

2）福祉委員全体研修会 

3 月 11 日、大和公民館 

  参加者 182 人（内地区社協関係 8 人） 

・成年後見制度について 

講師 ㈱いけだ社会福祉士事務所 

池田将樹 氏 

 ・活動報告 高畑 4 行政区 

福祉委員 松藤秀子 氏 

宇土・江島地区 

民生児童委員 浦 幸子 氏 

福祉委員の設置区数

及び設置委員数とも

に前期より増加して

おり、一定の進展が

見られた。福祉委員

個々の意識向上を図

っていくことと併

せ、地域での活動実

態を把握し、今後の

活動支援につなげて

いくことが必要であ

る。 

また、地域での福祉

関係者との連携強化

に向けた支援も充実

させていく。 

よりあい活動 

支援室内遊具 

貸与事業 

通年 貸与件数 7 件 

（内訳：老人会 3、地域デイ 4） 

遊具利用回数 

輪投げ 4回、ストライクナイン 1回、 

ルーレットゴルフ 1回、ダートゲーム 1 回、 

コーンボールセット 2回、囲碁ゴルフ 1 回、  

延 10 回 

遊具一覧表を配布

し、地域デイサービ

ス実施地区での遊具

の利用促進に努め

る。 

 

４．当事者及び当事者団体への支援 

事業の名称 時期・場所等 事業内容 評価及び課題 

子育て支援講

座 

12 月 9 日 

12 月 16 日 

全 2 回 

柳川総合保健福

祉センター 

親と子どもの関係の重要性を自覚し、子ど

もとともに成長する喜びを感じ、心にゆと

りを持って子育てができるよう支援するた

めに実施する。 

〇クリスマスオードブルとおせち作り 

参加者：1 日目 14 人・2 日目 11 人 

託 児：1 日目 11 人・2 日目 8 人 

これまでの参加者

アンケート等から

料理講座の要望が

多かったこともあ

り、多くの方に参加

いただき好評だっ

た。参加者同士で積

極的に声を掛け合

うなど、とても良い

交流ができていた。 

住環境改善機

材貸与事業 

通年 利用件数 0 件 貸出し要件等の見直

しを検討していく。 

火災見舞品支

給事業 

通年 火災に遭われた被災世帯に対して、急場の

生活維持のために、救援物資の支給を行う。 

支給件数 2 件（7 セット） 

被災状況の情報を

早く把握し、見舞品

を届ける時間の短

縮に努める。 
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物故者への敬

供事業 

通年 敬供件数 895 件（前年比 78 件増） 

・市内  888 件（+82） 

・市外   7 件（－4） 

※敬供品 線香及び弔意 

休日等に市外葬儀

場に敬供する必要

がある場合に備え

て、本会に数個保有

しておく必要があ

る。 

歳末助け合い

事業 

※助成事業 

12 月 1 日～31 日 

市内 19 地区 

新年を迎える時期に、要支援者が安心して

暮らすことができるように、地区社会福祉

協議会の歳末事業を支援した。 

・実施地域：柳川 8 地区、大和 6 地区、 

三橋 5 地区 

・助成額 1,003,900 円（前年比 44,600 円減） 

・主な事業：一人暮らし高齢者、寝たきり

高齢者及び施設入居者等への見舞品配布

(カツオパック、お茶、タオル、手紙など) 

地区社協を通じた

年末時期のたすけ

あい活動として定

着してきている。 

歳末期に限らず、

平常時における声

かけや見守り活動

の充実につながる

支援を行っていき

たい。 

福祉団体活動

支援事業 

※助成事業 

交付時期 

平成 28 年 6 月 

市内で活動する福祉団体の当事者同士の交

流、福祉制度の学習や広報啓発の活動を支

援した。 

・助成団体数 6 団体（前年比+1） 

・助成額 1,123,000 円（前年比 23,000円増） 

平成 28 年度から、 

福祉団体とボラン

ティア団体の助成

金交付規程を一本

化し、福祉団体等

助成金交付規程と

して運用してい

る。また、既存の

団体に加え、平成

29 年度に助成を希

望する新規団体の

募集を、社協だよ

り及びホームペー

ジにて行い、問い

合わせはあったが

申請には至らなか

った。 

ボランティア

団体活動支援

事業 

※助成事業 

交付時期 

平成 28 年 6 月 

誰もが安心して暮らせる地域づくりのた

め、主に市内で活動するボランティア団体

の活動を支援した。 

・助成団体数 3 団体（前年比±0） 

・助成額 114,000 円（前年比 3,000 円増） 

ボランティア

連絡協議会活

動支援事業 

※助成事業 

交付時期 

平成 28 年 6 月 

市内でボランティアを行う団体又は個人の

つながりを作り、活動を推進するために、ボ

ランティア連絡協議会の活動を支援した。 

・助成額 97,000 円（前年比 3,000 円減） 
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≪市民福祉サービス部門≫ 

１．生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業） 

 

２．緊急支援品支給事業 

申請件数 実申請者数 延べ世帯員数 
支給品区分 

アルファ米 乾パン 飲料水 

14 件 

（＋7） 

7 人 

（＋2） 

14 人 

（＋7） 

84 食 

（＋45） 

27 缶 

（±0） 

0 本 

（±0） 

評価及び課題 

生活福祉資金の貸付けが実行されるまでなど一時的な食糧支援として、定

着してきており、本人の同意のもと、地域の福祉関係者に生活困窮者の情

報提供を行っている。 

現在支給している緊急支援品は、保存食のみのため、高齢者や病気の方に

配慮した食物を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

資金種類 
相談件数 申請 

件数 

決定 

件数 

償還完

了件数 

年度末

貸付数 申込 償還 その他 計 

総合支援

資金 

生活支援費 8 件 3 件 0 件 11 件 1 件 0 件 0 件 

24 件 住宅入居費 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

一時生活再建費 1 件 2 件 0 件 3 件 0 件 0 件 0 件 

臨時特例つなぎ資金 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件 2 件 

福祉資金 
福祉費 28 件 0 件 0 件 28 件 6 件 6 件 6 件 19 件 

緊急小口資金 59 件 8 件 2 件 69 件 16 件 15 件 13 件 29 件 

教育支援

資金 

教育支援費 9 件 3 件 0 件 12 件 4 件 4 件 1 件 
121 件 

就学支度費 17 件 3 件 0 件 20 件 9 件 9 件 1 件 

不動産担
保型生活
資金 

一般世帯 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
2 件 

要保護世帯 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

離職者支援資金 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 3 件 

海苔養殖業者緊急生活資金 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件 17 件 

合 計 

（前年比） 

122 件 

(＋21) 

19 件 

(＋15) 

2 件 

(－4) 

143 件 

(＋32) 

36 件 

(＋1) 

34 件 

(－4) 

23 件 

(－6) 

217 件 

(＋11) 

評価及び課題 

生活困窮者自立支援法が施行され 2 年目になり、生活困窮者支援調整会

議が定例化したことで、関係機関の情報共有及び連携がスムーズにいく

ようになった。この結果、行政関係機関からの紹介等が増え、福祉資金

（特に緊急小口資金）の借り入れ相談及び申込みが増加している傾向に

ある。今後も生活困窮世帯の自立につながるように、借入申込者の気持

ちに寄り添って、相談支援を行っていく。 
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３．心配ごと相談事業 

場  所 開設日・時間 開設日数 相談件数 主な相談事項 

柳川総合保健福祉センター 

「水の郷」 

毎週木曜日 

13:00～16:00 

47 日 

（－3） 

57 件 

（－1） 
財産、法律、家族、住宅、土地 

評価及び課題 

専門相談員（司法書士）1 名、民生児童委員 2 名の 3 名体制で、市民等の

日常生活のあらゆる相談に応じ、適切な助言指導を行い、住民の福祉向上

を図ることを目的に実施している。 

相談件数が開設日数を上回ってはいるものの、開設日当たりの相談件数が

概ね 1 件という状況であるため、社協だより等による広報を通じて、今

後更なる事業周知に努めていきたい。 

 

４．日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

利 用 者 数 
13 人（+4） ※年度中途の契約解除者を含む 

［内訳］認知症高齢者 9 人、知的障がい者 1 人、精神障がい者 3 人 

支 援 内 容 日常的な金銭管理、通帳預り、福祉サービス利用援助、生活上の助言 

支 援 回 数 150 回（+49） ※延べ支援回数 

評価及び課題 

利用者は、昨年度末から 2 人が契約を解約し、新たに 4 人が契約した。当該事業に関

する相談は、増加傾向にあり、今年度においては、障害者相談支援事業所や地域包括

支援センター等からの相談が増えている。生活支援員は、社協職員が兼務しているこ

とから、1 人の生活支援員が対応できる利用者数に限界がある。よって、ボランティ

ア活動や福祉に関心のある方を、生活支援員として養成する等、生活支援員の確保に

ついて検討する必要がある。 

 

５．福祉用具貸与事業  

用具の種別 年間貸与延べ件数 評 価 及 び 課 題 

車 椅 子 208 件（－62) 昨年度から、福祉用具の貸与期限を 2 年と定めた

ため、期限が到来した方は、返却（条件を満たし

た場合に無料譲渡、有償譲渡）して頂いている。

これにより、一部の方が長期間占有することな

く、より多くの必要な方に貸与できるようになっ

てきた。また、同じく昨年度から開始した市役所

窓口への貸与制度案内チラシの設置を引き続き

行うなど、関係機関を通じて更に周知を図ってい

く。 

ギャッジベッド 0 件（－12） 

電 動 ベ ッ ド 841 件（－108） 

歩 行 器 4 件（－6） 

松 葉 杖 10 件（－13） 

乳児用ベッド 0 件（±0） 

合計（前年比） 1,063 件（－201） 
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６．ハンディキャブ（福祉車両）貸与事業  

実利用者数 

（前年比） 

年間貸与件数 

（前年比） 
評 価 及 び 課 題 

7 人 

（－5） 

49 件 

（－16） 

実利用者数、貸与件数ともに前年度より減少した。今後、窓口や広

報誌等で事業の周知を図っていきたい。 

 

７．福祉バス事業（市受託事業） 

利用団体 予定日数 利用日数 利用者数 

単位老人クラブ及び市老連 50 日（－3） 45 日（＋1） 681 人（＋3） 

福 祉 団 体 等 12 日（＋3） 12 日（＋3） 174 人（＋28） 

学 童 保 育 所 13 日（－4） 12 日（－5） 278 人（－125） 

民 生 児 童 委 員 協 議 会 4 日（－4） 4 日（－3）  65 人（－46） 

地 区 社 協 及 び 関 係 団 体 19 日（－6） 18 日（－7） 304 人（－109） 

柳 川 市 3 日（＋1） 2 日（±0） 27 人（＋11） 

合 計（前年比） 101 日（－13） 93 日（－11） 1,529 人（－238） 

評価及び課題 

老人団体が優先ではあるが、空き日には福祉団体等の利用もあり、

各団体の研修等に有効利用されている。なお、車両の使用年数が約

20 年、走行距離が 218,000 ㎞を超えて老朽化が進んでいるため、

今後の事業運営上の大きな課題となっている。 

 

８．大和・三橋老人福祉センター管理運営（市受託事業） 

〔大和老人福祉センター〕 

月 開館日数 利用者数 平均利用者数 評価及び課題 

4 月 24 日  1,157 人  48.2 人  今年度に新規開設

されたトレーニン

グルームの利用者

にも声かけして利

用増を図ったが、

前年度よりも利用

者数は減少した。 

カラオケ機器も新

しくなったので利

用者とのコミュニ

ケーションに心が

け、利用者増に繋

げたい。 

5 月 23 日  994 人  43.2 人  

6 月 26 日  1,033 人  39.7 人  

7 月 27 日  1,161 人  43.0 人  

8 月 22 日  972 人  44.2 人  

9 月 25 日  1,008 人  40.3 人  

10 月 25 日  1,003 人  40.1 人  

11 月 24 日  896 人  37.3 人  

12 月 22 日  896 人  40.7 人  

1 月 23 日  921 人  40.0 人  

2 月 23 日  903 人  39.3 人  

3 月 27 日  951 人  35.2 人  

合 計 
（前年比） 

291 日  

（－ 2）  

11,895 人  

（－ 2,182）  

40.9 人  

（－ 7.1）  
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 〔三橋老人福祉センター〕 

月 開館日数 利用者数 平均利用者数 評価及び課題 

4 月 22 日  887 人  40.3 人  前年度は 1 カ月間

のボイラー入替工

事があったことも

あり、利用者数は

前年比で増加し

た。 

また、口コミ等に

よる新規利用者の

増加に加え、トレ

ーニングルームや

諸室利用後にセン

ターを利用される

方も増えてきてい

る。 

5 月 21 日  866 人  41.2 人  

6 月 24 日  947 人  39.5 人  

7 月 22 日  809 人  36.8 人  

8 月 21 日  850 人  40.5 人  

9 月 21 日  779 人  37.1 人  

10 月 21 日  830 人  39.5 人  

11 月 22 日  879 人  40.0 人  

12 月 20 日  768 人  38.4 人  

1 月 19 日  837 人  44.1 人  

2 月 21 日  831 人  39.6 人  

3 月 24 日  963 人  40.1 人  

合 計 

（前年比） 

258 日  

（－ 6）  

10,246 人  

（＋ 628）  

39.7 人  

（＋ 3.3）  

   

９．柳城児童館の管理運営（市受託事業） 

月 開館日数 
つどいの広場利用者数 つどいの広場 

相談件数 

児童館 

相談件数 
評価及び課題 

保護者 乳幼児 

4 月 20 日 287人 321人 178件 16 件 安心できる居場所

作りや相談しやす

い雰囲気を心掛け

たため、利用者が増

加に転じた。また、

年間通した定期的

な子育てセミナー

の実施や当事者目

線のホームページ

も要因の一つに考

えられる。 

近年 DV や虐待予

備軍等の重篤な相

談も寄せられるよ

うになってきたた

め、次年度からは、

18 歳までの子を持

つ親の相談にも力

を入れて、早期の悩

み解決に取り組み

たい。 

5 月 19 日 359人 386人 200件 14 件 

6 月 22 日 441人 467人 278件 15 件 

7 月 20 日 411人 478人 224件 10件 

8 月 21 日 337人 409人 252件 11 件 

9 月 20 日 364人 413人 258件 8件 

10 月 19 日 364人 403人 214件 11件 

11 月 20 日 390人 419人 171件 13 件 

12 月 19 日 266人 281人 149件 12件 

1 月 19 日 325人 377人 163件 4件 

2 月 20 日 325人 366人 186件 2件 

3 月 22 日 330人 399人 185件 18 件 

合 計 

(前年比) 

241 日 

（－1） 

4,199 人 

（＋275） 

4,719 人 

（＋331） 

2,458 件 

（－14） 

134 件 

（－77） 

【主な子育て講座等】 

 ・いっぽ子育てセミナー（年 3回、1 回あたり 6 コマ講座） 参加者 36人 

 ・おしゃべりカフェセミナー（年 1回、1 回あたり 8コマ講座） 参加者 13 人 

・子どもの暮らしと遊び座談会（年 9回） 参加者 51人 

 ・ベビーマッサージ講座（年 13回） 参加者 80 人 



- 18 - 

 

10．ファミリーサポートセンターの管理運営（市受託事業） 

【会員登録状況】 

・おねがい会員…225 人（前年比 24 人増） 

・まかせて会員… 86 人（前年比 2 人増） 

・どっちも会員… 27 人（前年比 1 人増） 

合計…338 人（前度比 27 人増） 

【まかせて会員養成講座】 

・第 1 回  5 月 13 日～5 月 31 日  

7 人参加（1 人修了） 

・第 2 回  11 月 16 日～12 月 2 日  

7 人参加（2 人修了） 

【交流会】 

・第 1 回  12 月 2 日 参加人数 40 人 

・第 2 回   3 月 8 日 参加人数 20 人 

【活動件数】 

・597 件／年（前年比 112 件増） 

【主な活動内容】 

・学童保育所及び保育園から習い事までの送迎 

・学童保育所及び保育園からの迎えと預かり 

・保育園登園前の預かりから保育園への送り 

・保育園が休み時の日中の預かり 

・兄弟の学校行事時の預かり 

・自宅から塾への送り 

・保護者の冠婚葬祭時の預かり 

・自営業が忙しい時の保育園への送迎 

【評価及び課題】 

活動件数増の要因は、本年度新規で保育園の送迎のサポート（概ね毎日）依

頼が 1 件あったためである。隠れた需要を掘り起こし活動件数を増加させる

ために、おねがい会員への PR を工夫する必要がある。 
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≪在宅福祉サービス部門≫ 

１.介護保険事業・障害者総合支援事業 

月 

居宅介護 

支援 
訪問介護 訪問入浴介護 障害者総合支援 評価及び課題 

利用者数 利用者数 利用回数 利用者数 利用回数 利用者数 利用回数 居宅介護及び訪
問介護における
事業所加算の取
得を継続実施し
たことで、一定の
収支改善が図ら
れた。 

今後も積極的な
PR や広報活動を
行い、信頼される
介護サービスの
提供に努めてい
きたい。 

訪問入浴介護に
関しては、利用者
数の減少により
厳しい状況が続
いているため、今
後も、居宅介護事
業所への周知等
を図りながら利
用者獲得に努め
ていきたい。 

4月 109人 32人 374回  9人 35回 21人 238回 

5月 115人 30人 356回  6人 34回 19人 207回 

6月 113人 32人 353回  9人 41回 18人 204回 

7月 106人 29人 334回 10人 41回 18人 180回 

8月 106人 29人 336回 10人 49回 17人 200回 

9月 110人 31人 310回  8人 48回 17人 202回 

10月 109人 34人 412回  8人 38回 18人 202回 

11月 116人 34人 411回  8人 42回 20人 216回 

12月 115人 32人 411回  8人 42回 18人 201回 

1月 111人 32人 369回  6人 24回 16人 192回 

2月 113人 29人 367回  5人 21回 17人 200回 

3月 120人 30人 403回  6人 32回 17人 224回 

合計 

(前年比) 

1,343人 

（＋2） 

374人 

（＋21） 

4,436回 

（＋113） 

 93人 

（－4） 

447回 

（－46） 

216人 

（－29） 

2,466回 

（＋60） 

 

２．予防給付事業 

月 
介護予防支援 介護予防訪問介護 介護予防訪問入浴介護 

評価及び課題 
利用者数 利用者数 利用回数 利用者数 利用回数 

4 月 12 人  32 人  20 6 回  0 人  0 回  予防訪問介護の

利用者は増加し

ており、活動回数

も前年度を上回

る実績となった。 

平成 29 年 4 月か

ら柳川市が実施

する総合事業に

一部サービスが

移行されること

から、行政と連携

を図りながら介

護予防事業の充

実を図っていき

たい。 

5 月 11 人  33 人  21 4 回  0 人  0 回  

6 月 11 人  33 人  23 3 回  0 人  0 回  

7 月 11 人  34 人  24 0 回  0 人  0 回  

8 月 11 人  37 人  27 1 回  0 人  0 回  

9 月 11 人  38 人  26 3 回  0 人  0 回  

10 月 11 人  38 人  26 5 回  0 人  0 回  

11 月 12 人  39 人  26 6 回  0 人  0 回  

12 月 13 人  40 人  26 5 回  0 人  0 回  

1 月 13 人  40 人  23 5 回  0 人  0 回  

2 月 12 人  40 人  23 5 回  0 人  0 回  

3 月 12 人  42 人  27 1 回  0 人  0 回  

合計 

（前年比） 

14 0 人  

(－ 45 )  

44 6 人  

(＋ 58 )  

2 ,96 4 回  

(＋ 50 8 )  

0 人  

 （ ±0） 

0 回  

 （ ±0） 
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３．在宅介護自費サービス事業 

月 実利用者数 利用回数 評価及び課題 

4 月 3 人   4 回  徐々に事業の周

知も進み、利用者

数、利用回数とも

に増加している。 

今後も引き続き、

利用者の要望に

柔軟に対応でき

るようサービス

内容を工夫・改善

しながら取り組

んでいきたい。 

5 月 2 人   3 回  

6 月 3 人   4 回  

7 月 2 人  17 回  

8 月 3 人  24 回  

9 月 4 人  29 回  

10 月 3 人  25 回  

11 月 3 人  21 回  

12 月 8 人  31 回  

1 月 7 人  29 回  

2 月 8 人  37 回  

3 月 8 人  29 回  

合 計  
253 回  

    （ +133）  

 

４．地域生活支援事業〔市受託事業〕 

[移動支援事業・入浴サービス事業] 

月 
移動支援 障害者入浴サービス 

評価及び課題 
実利用者数 利用回数 実利用者数 利用回数 

4 月  6 人  31 回  0 人  0 回  移動支援につい

ては、利用者数は

ほぼ前年同様と

なった。今後も、

利用者の年齢や

特性を考慮し、社

会参加のための

外出や余暇活動

に同行し、安全に

活動できるよう

支援していく。 

障害児・者の訪問

入浴サービスに

ついては、これま

で問合せのみで

利用につながっ

たケースがない

ため、市の所管課

や相談支援事業

所と連携し実施

につなげていき

たい。 

5 月  5 人  27 回  0 人  0 回  

6 月  4 人  32 回  0 人  0 回  

7 月  5 人  21 回  0 人  0 回  

8 月  4 人  13 回  0 人  0 回  

9 月  4 人  32 回  0 人  0 回  

10 月  4 人  28 回  0 人  0 回  

11 月  4 人  27 回  0 人  0 回  

12 月  5 人  27 回  0 人  0 回  

1 月  4 人  18 回  0 人  0 回  

2 月  4 人  25 回  0 人  0 回  

3 月  4 人  15 回  0 人  0 回  

合計 

（前年比） 
 

29 6 回  

(＋ 30 )  
 

0 回  

(±0 )  
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[障害者相談支援事業] 

障害 

種別 
身体 知的 精神 発達障害 難病 重度心身 

高次脳 

機能障害 
その他 合計 

件数 
月 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 

4 月 161 件 324 件 217 件 57 件 0 件 58 件 0 件 40 件 857 件 

5 月 203 件 386 件  194 件 59 件 0 件 52 件 0 件 43 件 937 件 

6 月 210 件 326 件 175 件 19 件 0 件 15 件 0 件 51 件 796 件 

7 月 135 件 309 件 154 件 51 件 0 件 46 件  5 件 49 件 749 件 

8 月 163 件 350 件 158 件 15 件 0 件 43 件 4 件 55 件 788 件 

9 月 165 件 392 件 156 件 28 件 0 件 34 件 0 件 48 件 823 件 

10 月 169 件 215 件 104 件 15 件 0 件 54 件 1 件 57 件 615 件 

11 月 184 件 290 件 228 件 50 件 0 件 45 件 0 件 42 件 839 件 

12 月 222 件 251 件 126 件 19 件 0 件 16 件 0 件 70 件 704 件 

1 月 179 件 227 件 113 件 24 件 0 件 27 件 0 件 46 件 616 件 

2 月 154 件 298 件 127 件 33 件 0 件 17 件 0 件 49 件 678 件 

3 月 274 件 417 件 177 件   20 件 0 件 40 件 0 件 62 件 990 件 

合計 

（前年比） 

2,219件

(−215) 

3,785 件 

(−221) 

1,929 件

(—836) 

 390 件 

(−29) 

0 件 

(±0) 

447 件 

(—163) 

10 件 

(—9) 

612 件 

(＋16) 

9,392 件 

(—1,457) 

相談比率 23.6％ 40.3％ 20.5％ 4.2％ 0％ 4.8％ 0.1％ 6.5％ ―― 

【相談方法】関係機関(45％) 電話(31％) 訪問(3％) 来談(5％) 同行(1％) 電子メール(2％) その他(13％) 

【支援内容】福祉サービス(61％) 障害･病気の理解(2％) 健康･医療(7％) 不安の解決(2%) 保育教育(1%) 

 人間関係(5％) 家計・経済(3％) 生活技術(5％) 就労(4％) 社会参加(1％) 権利擁護(1％) その他(8％) 

サービス利用計画作成件数 213件（内訳：知的112件、身体45件、精神 38件、重度心身13件、発達障害5件） 

【評価及び課題】 

サービス等利用計画の為の業務が中心で、その繋がりからの一般相談が多い。柳川市障害者自立支援協

議会の活動が活性化し、災害時避難所に係る問題や就労支援体制の整備、バリアフリー観光マップなど

の製作に取り組み、当事者と支援者が協働で障がい児者が住みやすいまちづくりを進めている。 

社協独自の事業である計画相談に係る業務の割合が多いため、委託事業の一般相談との業務の調整が課

題である。 
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５．生活管理指導員派遣事業・エンゼルサポーター派遣事業〔市受託事業〕 

月 
生活管理指導員派遣 エンゼルサポーター派遣 

評価及び課題 
実利用者数 派遣回数 実利用者数 派遣回数 

4 月  1 0 人  3 5 回  0 人  0 回  生活管理指導員派遣

事業については、利用

者数はほぼ前年同様

であった。日常生活上

の支援を必要とする

ひとり暮らし等の方

で要介護認定が非該

当と判定された高齢

者が自立した生活を

送ることができるよ

う支援していく。 

エンゼルサポーター

派遣事業については、

利用が殆どないため、

市の所管課と連携し

利用につなげていき

たい。 

5 月   1 0 人  3 6 回  0 人  0 回  

6 月  1 0 人  3 9 回  0 人  0 回  

7 月  1 0 人  3 1 回  0 人  0 回  

8 月   9 人  3 3 回  0 人  0 回  

9 月  1 0 人  3 2 回  0 人  0 回  

10 月  11 人  3 1 回  0 人  0 回  

11 月  1 0 人  3 5 回  0 人  0 回  

12 月   1 0 人  3 3 回  0 人  0 回  

1 月   9 人  3 0 回  0 人  0 回  

2 月   9 人  2 9 回  0 人  0 回  

3 月  8 人  2 8 回  1 人  1 回  

合計 

（前年比） 
 

3 9 2 回  

(－ 1 0 )  
 

 1 回  

   (＋ 1 )  

 

６．高齢者生きがい活動支援通所事業〔市受託事業〕 

 

月 実施日数 登録者数 実利用者数 延べ利用者数 1日平均利用者数 

4 月 20 日  55 人  53 人  30 6 人  15 .3 人  

5 月 19 日  56 人  53 人  31 4 人  16 .5 人  

6 月 22 日  57 人  52 人  31 8 人  14 .5 人  

7 月   20 日  57 人  49 人  28 5 人  14 .3 人  

8 月 20 日  57 人  49 人  27 8 人  13 .9 人  

9 月 19 日  58 人  50 人  26 6 人  14 .0 人  

10 月  19 日  58 人  49 人  29 1 人  15 .3 人  

11 月  20 日  59 人  50 人  3 11 人  15 .6 人  

12 月 18 日  59 人  49 人  26 4 人  14 .7 人  

1 月 18 日  60 人  48 人  25 0 人  13 .9 人  

2 月 20 日  61 人  46 人  26 8 人  13 .4 人  

3 月 22 日  61 人  46 人  29 5 人  13 .4 人  

合計 

（前年比） 

23 7 日  

（±0）  

  3 ,44 6 人  

 （－57 5）  

14 .5 人  

   （－2 .5）  

【評価及び課題】 

利用者平均年齢 85 歳と高齢だが元気に利用されている。 

日常動作･趣味･創作活動･レクレーション等を行うことで、身体機能の維持が図られるとともに日常

生活における意欲の向上･認知症予防につながっている。 

利用登録者数は減少傾向にある。大和町居住者に限定されているため、周知や広報活動に制約があ

る。民生委員や地域支援者を通して、新規利用者の獲得を図る。 


